
野沢温泉村地域新エネルギービジョン
平成２４年３月

■背景と目的

■将来像と基本方針

■新エネルギーとは

 
新エネルギー導入により目指す野沢温泉村の将来像

自然と共に輝きつづける湯の郷　野沢温泉村

 

 

 

基本方針①：

地域特性に合致した新エネルギーを導入します。

基本方針②：

環境保全と地域産業の振興につながる新エネルギーを導入します。

基本方針③：

村民・事業者・行政を繋ぐ絆として新エネルギーを導入します。

 

新エネルギーは、自然の力や今まで使われず

に捨てられていたエネルギーを有効利用する、

地球に優しいエネルギーです。

新エネルギー利用等の促進に関する特別措置

法では右図にある10種類が指定されています。
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■村民・事業者へのアンケート調査結果

■村内エネルギー需要量

■新エネルギーの利用可能量

村への導入が望ましい新エネルギー

村民 事業者

　近年、化石燃料の枯渇や地球温暖化問題、さらには東日本大震災に伴う福島第１原子力発電所の事

故などにより、エネルギー利用のあり方が問われています。そこで、野沢温泉村では、太陽光や太陽熱、

風力、バイオマス、中小規模水力、地熱・温泉熱、雪氷熱といった再生可能で持続的な新エネルギーを

有効に活用していく「地域新エネルギービジョン」を策定しました。これによって、化石燃料の節減、地球

温暖化防止とともに、地域の産業振興、持続可能な社会づくりを目指すものです。
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基本方針④：

災害時に役立つ新エネルギーを導入します。

・村内のエネルギー需要量はサービス業が最も多く、村内の全エネルギー需要量の約42%を占めています。

・新エネルギーの利用可能量は温泉熱利用が最も大きくなっています。
　次いで中小水力発電が2番目に大きくなっています。

・野沢温泉村への導入が望ましい新エネルギーとしては、村民・事業者ともに
　「温度差熱利用（温泉熱利用）」の回答が最も多い結果となりました。
　他に「中小水力発電」「太陽光発電」「雪氷熱利用」の導入も期待されています。
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